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Ⅵ.黒 あ し病の防除

第V章 で明らかなように,本 病の第 1次伝染

源は汚染塊茎である①従って,本 病の防除には

無病種塊茎の生産とその使用が最も重要である。

このため,病 原菌によって汚染 した塊茎,切 断

刀および容器に対 して薬剤を利用し,塊 茎と切

断メ」による伝染および容器による汚染を防止す

ることは重要である。

本章では,(1)本 病に対する種塊茎殺菌剤と

その処理方法,(2)昇 水にかわる切断ノ」殺菌剤

および,13)ミ ニコンテナ消毒剤の 3点 につい

て実験を行なった。

1.種 塊茎殺菌剤 とその処理方法

ナRあ し病菌の案剤による防除についての研究

は/1/・ないが, 発病F方11L(Bonde,Souga 1954,

B o l l d e  1 9 5 5 , R o b i n s o n・H u r s t  1 9 5 6ら)あるい

は細菌による塊茎の腐敗防 IL ( B o n d c  1 9 5 3 ,

Malcolmson・B(Dnde 1956,Epps 1957)に,切

断種塊茎のス トレプ トマイシン剤溶液浸漬が行

効であると,手われる。そのほか,ク ロラムフエ

ニコール斉1も有効であるとする報告 (Brazda・

Pctt1976)がある。

ここでは,ス トレプトマイシン剤の切断前の種

塊茎に対する浸漬,散 布および噴霧処理により,

黒あし病の塊基伝染防|11効果を検討した。なお,

本剤の処理によるそうか病に対する効果と黒あ

ざ病防除剤と混用したときの効果も,こ れらの

汚染塊甚をナ|!いて検討した。

1).実験材料および方法

本実験は1977,'78および '80年の 3年 間に4

Llll実施した。実験― Iで は中標津町 (根鋤‖農試)

産の紅丸で,そ うか病斑の散見された塊茎に,

3種 類の黒あし病菌を含む菌液 (各菌約 109

CFu/ml)を 5月 3日 に噴霧接種 (15m1/kg塊

基)し ,翌 日に薬剤処理を行なった。

実験―Iで は中標津町産のエニヮで,Eca菌

による黒あし病の発生圃場から採取 したそうか

病による感染が激甚の塊基を供試 し, 4月 30回

～ 5月 4日 に薬剤処理を行なった。

実験―皿では中標津町 (根錫‖農試)産 のそう

か病斑が多く,黒 あざ病菌の菌核が散見された

紅丸を用い, 3種 類の黒あ し病菌を含む病液

(各 菌約 10。cFU/ml)を 前年の11月 1日 に噴

霧接種 (6m1/kg塊 茎)し , 4月 24～25日に薬

剤処理を行なった。

実験―Ⅳでは芽室町 (| 勝々農試)産 のタルマ

エで,黒 あざ病菌の菌核が 100%付 着 した塊茎

をす日い, 2種 類の黒あし病 (Ecaお よび Ecc一

B丙 )を 含む菌液 (各菌約109 cFu/ml)を ,前

年の11月 4日 に噴霧接種 (2.5 mi/kg塊 茎)し,

4月 24日に薬剤処理 した。

供試薬剤はストレプ トマイシン15%。 オキシ

テ トラサイクリン1.5%水 和剤 (SM,OTC剤 )

およびチォフアネー トメルチ50%・ ストレプ ト

マイシン15%水 和剤 (TM・ SM剤 )の 2種 類で,

切断前 (末出芽)の 塊基を処理 した。

案剤処理は所定濃度の薬液 (水温約 8℃ )に

(1)10分 問浸漬する方法,(2)薬 液を ミユコン

テナに入れた塊茎に如露を用いて散布 (散布法)

あるいは,(3)子 押 しの小型噴霧器をナ|]いて噴

霧 (噴霧法)す る方法を用いた。散布および噴

霧法の場合,業 液は塊茎 200kg当 り5～ 61を

塊基全面に付着させるため, ミニコンテナを軽

く振動させながら処理 した。

処理塊茎は充分に風乾後半切し, 1‐勝農試圃

場 (褐色火||1性と)に 播種,栽 培 した。

!実験は 1区 13.3～ 19.5ポ  (55～ 77株 ),

2～ 3反 復制とし,畦 巾60 cm X ttFE3840 cmである。

肥培管理および一般病虫害防除は農試標準

耕種法に準 じた。 l区 44～66株について所定の
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時期に生育状況 (萌芽率および生育度),黒 あ

し病発病株率を調べ,ま た地際茎部の維管束褐

変株率 (1区 22株)を 調査 して薬害と防除効果

を判定 した。収量は 1区44～77株を掘り取って

総塊茎重量を測り,10α 当りに換算 して表示 し

た。

なお,各 実験区の11株について黒あざ病の発

病幼茎率とス トロン発病度,お よび40g以 上の

塊茎についてそうか病の発病塊茎率も調査した。

ジャガイモの生育は,指 数 0:萌 芽 しない, 1

:萌芽始め,2:指 数 1と 3の 中間程度の生育,

3:車 丈1 5cm以上の生育の基準によって調査し,

生育度は (Σ (該当指数 X該 当株数)/3X総

調査株数)×lC10の式で,黒 あざ病によるス トロ

ンの発病は,指 数 0:無 発病, 1:わ ずかに発

病, 2:ス トロンの約半数が発病, 3:ほ とん

どのストロンが発病,4:発 病によリス トロンは

認められないの基準に従って調査し,発 病度は

(Σ (該当指数 ×該当株数)/4× 総調査株数)

×100の式によって算定 した。

2) .実 験 結 果

実験― Iの結果 (第37表)に よると,散 布法

によって梅塊茎処理を行なった場合,ス トレプ ト

マイシン・オキシテ トラサイクリン剤 (SM・OTC

剤)お よびチォファネー トメチル ・ス トレプ ト

第37表 ジ ャガイモ黒あし病,そ うか病,黒 あざ病に対する業剤

の種塊基処理
*に

よる防除効果 (実験― I,1977)

注)*;如 露 散 布法,  11)1区 19.5ポ (77株)。 3反 復,

12)1司‐アルファベットは統計的に有意でないことを示す (ダンカンの多重検定,P=0.05),

(3)TM・SMiチ ォフアネー トメチル50%・ ス トレブ トマイシン15%水 和剤,SM,OTC,ス トレブ トマイ

シン15%・ オキシテ トラサ イクン1.5%水 和剤

供 試 業 剤
希釈

倍敷

黒  あ   し   病 そ うか 病 黒  あ   ざ   病

発 病 1朱イて

( 8 ) 1 3「 1 )

竹
率
＞

維
株
日

部
変

１４

柔
褐
月

際

の
９

地
束
く

発 病 塊 業率
発 病 幼 墓 率

( 6 ) 1 7日 )

ス トロン発病度

(7)1201ヨ )

TMoSM斉 |

%

0 . 5 b

0 5 b

%

O   b

3 6 b

% %

8.6 bC

4 ` 7 C

30.3 Cd

24.8d

SM・ OTC斉 |

40

75

100

O  b

O  b

O  b

O  b

1 5 b

2 . 7 b

O  b

O . 2 b

O   b

17 9 bC

23.8 abc

44.la

43.2 Cd

53,8 bC

56,8a

処 15.la 44.3a 7.5a 35 6a 55.3a

供 試 来 剤
希釈

倍数

4上 育 】犬 況 ( 6 ) 1 9日 ) 収   量 (1 0α当り)

けj 芽  率 生  育  度 総 塊 茎 重 量 無 処 理 対 比

TM・ SM剤

↑i %

98.2a

95 2a

64.4a

62.2a

k g

3,971a

4,007a

1 1 6

1 1 7

SM・ OTC剤

40

75

100

93.3a

90.3a

94.6a

59,6a

56.4a

59 8a

3,899b

3,878b

3.899b

1 1 4

1 1 3

1 1 4

無  処  理 95.8a 58ゃ6a 3,432C



マイシン剤 (TMoSM剤 )は ,各濃度とも黒あ

し病発病株率は0～ 0.5%で ,無処r里区の 15.1

%に 比べ著しく発病を抑liJした。さらに,他 際
(

茎部の維管束褐変株率 も同じように低率 (0～

0.5%)で ,無 処I曜区の 44.3%に 比較して卓

効を示 した。また,「tt13剤ともジャガイモの生育

第38表 ジ ャガイモ黒あ し病,

処理による防除効果

に対する薬害は認められず,収 量は無処理に比

較 して増加 した。なお,lal剤は各濃度でそうか

病に対する塊茎消毒にも効果が認められ,発 病

塊基率は0～ 0.2%に すぎなかった。また,黒

あざ病に対 してはTM・ SM剤 が幼茎およびス

トロン部の発病防|11に行効であったが,SM・

そうか病に対する薬剤の種塊茎

(実験―Ⅱ,1977)

供 試 来 斉| |
希 釈

倍 数

病
率
的

し
株

” ２

あ
病
１１

黒
発
８

そうか病 41i育1太況(6)19日 ) 収 主 ( 1 0 a  H台り)

発病塊 某率 |ザi芽率 ′l i育度 総塊ネ碇室 負【処Pi!対比

T M・ S M斉 1

イドf

40(D)

%

2.3**

%

0**

%

80 6 28 3*
噌

2,718

S M・ O T C剤
十

V M剤

40
+ ( D )

10

84* 66.1 * 24.8* 2,554

S M・ O T C剤

トリクロホスメチル剤

40

+ID)

50

5 3** 0** 89.1 33 5 2,877

S M・ O T C片 1
1 -

ジ ク ロ ズ ジ ン剤

40
+ I S )

25

0,2** 92.7 38 0 2,790

処 12.9 84.9 33.5 21800

注)(1)ID)110分 llil浅演 ,ISI:狛1蘇散布法,

121 11X167ポ (66株), 3反 復,

(3)*,**1無 処P理に比較 して,統 「ilム的にそれぞれ 5%お よび 1物 水準で行意であることを示す,

+4)TM・ SM剤 ,SM・ OTC斉 Ji第 37表にlr」じ,VM芹 Jiバ リダマ イシン3物 液剤. トリクロホスメチル

斉1; 卜 i)クロホスメチブレ50%水 斥日斉1, ジクロメジン斉叫i ジクロズジン25%水 本田斉」

OTC剤 はかなり劣った。

実験―Iの 結果 (第38表)に よると, TM・

SM剤 に10分間浸漬,黒 あざ病防除剤添加ISM

・OTC剤 への10分間浸漬および如露散布の各

処理区でも,黒 あし病は無 処理区の発病株率

12.9%に 対 して 2,3～ 8,4ら, そうか病の発

病塊基率も低率 (0～ 0.2%)で ,TM・ SMお

よびSM・ OTC剤 の両病害に対する種塊茎伝染

防IL効果は高い。 しかし,こ の濃度 (40倍)液

に種塊茎を10分間浸漬 した場合,TM・ SM剤 と

バリダマイシン3物 液剤 (VM剤 )と の混用区

でみられるように, ジャガイモの萌芽遅延と生

育抑制を現わすことがあったの

実験―皿の結果 (第39表)に よると,TM・

SMお よびSM・ oTC剤 は噴霧処理区で実験―

Iの場合と同じよ うに黒あ し病発病株率 0～

3.9%で ,無 処理区の 56.4%に 比べ著しく発

病を抑制 し, さらにそうか病にも車効を示 し,

両病害に顕者な塊茎伝染防止効果を示 した。ま

た,SM・ OTC剤 に黒あざ病防除剤を加|えた場

合,黒 あし病とそうか病に対する効果に影響を

与えることなく,黒 あざ病にも1高い効果を示 し

た。なお,ジ ャガイモの生育抑制が SM・OTC斉 J

とこれに VM剤 を加えた処理区に認め られた

が,収 最は黒あざ病防除斉1(ト リクロホスメチ

ル剤)単 用処理lXを除き,無 処理に比較 して増
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第39表 ジ ャガイモ黒あし病,そ うか病,黒 あざ病に対する薬剤の種塊茎

処理
*に

よる防除効果 (実験―皿,1978)

注) * i噴 霧法,

(1)1区 167ポ (66株)。 2反 復,

12)* **;無 lyltF理に比較 して,統 計的にそれぞれ 5%お よび 1物水準で有意であることを示す,

(3)TM・ SM斉 1,SM・ OTC斉 |;第 37表に11司じ, VM斉 け, トリクロホスメチル洋1, ジクロズジン斉」;第 38

共に同じ,メ プロニル剤 iメブロエル7 5 %水和剤

供 試 1雑 ☆
灯

釈

数

希

倍

黒 あ し 病 そ う か 病 黒 あ ざ 病

発 病 株 率

( 7 ) 1 5日 )
発 病 塊 茎 承

発 病 幼 茎 率

( 6 ) 1 1 2日 )

ス トロン発病度

(7) 1 1 8日 )

TM・ SM剤

倍 %

0  **

ら

o2 **

%

4.2** 212

s M・ OTC剤 3.9** 5.8ネ
*

33.8* 50,0

S M・ O T C刺

V M斉 1

４０

十

１０

1 0** 1 6** 3 9** 16.5

s M・ o T C剤
」一

トリクロホ ス メチ ル剤

４０

十

５０

3 0** 0.6** 9.0** 189

s M・ O T C利
■

ジ ク ロ メチ ン剤

４０

十

２５

3 7** 1 1** 4.0** 27.5

s M・ O T C剤

メ フ ロ エ ル 剤

４０

十

７０

0  ** 0 7** 86米 26.5

トリクロホスメチル拝J 56.8 13.2* 7.4**

処 56.4 212 43 9

供  試  来  剤
釈
　
数

希

倍

FL育 状 況  (6111411) 収   量 ( 1 0α H台り)

|ザi 芽  率 r i 辞
又 総 塊 茎 Frt主 無 処 F l l l邦|

TM・ SM剤

|lf %

90ャ8 73.0

昭

31441

SM・ OTC斉 」 93.2 69.0* 3.414

S  I l l・O T C芹 1
+

V M 剤

４０

十

１０

95 5 66.7* 3,261

S M・ O T C斉 1

トリクロホスメチル丼|

４０

十

５０

96 5 70.5 3,432

S M・ O T C剤
十

トリクロホ スメチル剤

４０

十

２５

97.7 77.3 3,595*

S M・ O T C斉 」
十

メブ ロ ニ ル 剤

４０

＋

７０

73.4 3,514

トリクロホ ス メ手ル剤 95.5 74.3 2,982

処 97.7 79.2 3,072
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第40表 ジ ャガイモ黒あし病,黒 あざ病に対する薬剤の種塊茎

処理
***に

よる防除効果 (実験―Ⅳ,1980)

注)**;噴 霧 法,

(1)1区 13.3ポ (55株),3反 復 ,

(2)米 ,料 ;無処理に比較 して,統 計的にそれぞれ 5%お よび 1%水 準で有意であることを示す ,

(3)SM.oTC斉 J;第 37表に同 じ,VM剤 ;第38表に同 じ,VMI粉 )剤 iバ リダマイシン0.3%粉 斉叫

力「lした。

以上のように,散 布および噴霧法によって処

理 した場合,TM・ SM斉 140倍液は黒あし病と

|[」時にそうか病および黒あざ病に,ま た SM・

OTC剤 40倍液は黒あし病およびそうか病の塊

基伝染防止効果が高い。SM・ OTCに は黒あざ

病防除剤を添加すると,黒 あざ病 も同時に防除

できた。

しかし,SM・ OTC剤 は高濃度 (40倍)液 の

処理でジャガイモに萌芽遅延と生育抑制を起こ

すことがあること,ま たこれに加えた黒あざ病

剤も高濃度であったので,薬 害および薬価の点

から実用上に問題がある。そこで,SM・ OTC

剤に黒あざ病防除剤の VM剤 を添加 し,両斉1の

濃度を下げて噴霧法による黒あし病および黒あ

ざ病の塊基伝染防lL効果とジャガイその生育に

2口 切断刀消毒用薬剤

3種 類の黒あし病はいずれもそれらによって

汚染 した切断刀で健金塊茎に接触伝染するので,

切断ノJの殺菌処理は必須である。原採種圃場で

かってジャガイモ輪腐病の伝染防止対策として,

昇禾 500倍液への 5秒 間浸漬による切断刀の殺

菌が推奨されてきたが,こ れはど.びα〆θナθυθ/α

ssp.αナ〆θsの方たクによる黒あし病にも有効であ

るとされている (道立根011農試1973)。

しかし,農 薬の非水銀化が進められ,こ れに

代る消毒用薬剤が必要となった。そのため,黒

あし病に対 してばかりでなく,輪 腐病に対 して

およぼす影響を検討 した (実験―IV)。

実験―l17の結果 (第40表)に よると,遍 M・

OTC剤 は,実 験― Iの 場合と同じように,100

倍液で も40倍液と同様に黒あし病に有効で,ま

た VM剤 は10倍液と 100倍液との間で黒あざ病

に対する効果の差はなく,慣 行の VMO.3%粉

剤による塊茎重量の 0.3%粉 衣処理と同じ効果

を示 した。各処理区ともジャガイモに業害は認

められず,VM剤 (100倍 )を加えた SM・ OTC

剤 (100倍 )処 理区のジャガイモ生育状況は無

処理lX~に優った。なお,VM剤 を単用したとき,

黒あし病の発病が無処理区に比較 して増加 し,

助長されたことが注日される。

供 試 栞 剤
釈

数

希

倍

黒 あ し 病 里
小

あ さ 病 去
日 】犬 況

発 病 株 率
(7)1261〕)

発病幼 革率
( 6月 1 6～1 7日)

ストロン発病度
(7月 16「1)

( 6月 1 6～1 7日)
げj芽 率 1生 育 度

SM・ OTC剤

%

3.2**

%

83.3 72.5

%

93 3 52.9

SM・ OTC斉 Ⅲ
十

VM斉 J

４０

十

‐０

6.3** 36.3** 26 7 ** 90.3 52.1

SM・ oTC斉 」
十

V M剤

００

十

００

4.6** 27.7** 23.3 97.0 63.9*

VM剤 34.4** 31,6** 15.8 84.8 52 5

VM(粉 )剤 0.3% 22.8 57.1 ** 47.5 94.0 59 2

無  処  理 24.2 91.4 74.2 90 9 54,3
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も有効な案剤を見出し,そ の実用化について検

討 した。

1).切断刀消毒剤

3種 類の点そあし病菌による発病塊基を切断 し

た汚染切断ガによる伝染を防 ぐための消毒剤に

ついて比較 し,そ の実ナll的方法を検討 した。

11)。実験材料および方法

実験は1976および '7741この 2年間,ボ ッ トと

圃場で行った。案剤は|IP門:次嘘塩素酸カルシュ

ーム (Ca(CiO)2)70の 粒剤.塩 化ベンザルコ

ニューム20%液 剤,塩 化ベンゼ トニューム10%

液剤およびストレブ トマイシン15%。オキシテ

トラサイクリン1.5%水 和1剤の 4種 薬剤のほか,

比較のため井永 (HgC12,99%)500倍 液を用1

いた。

供試菌は 3種 類の黒あし病菌のほか,横 浜植

物防疫所から分譲を受けたジャガイモ輸腐病菌

(Cθ/ノ物夕うαびレタ/ガク初 物ガσカグすα%夕%sク pv.sタクθび0-

%た筋物 )で ある。

切断ノJはステンレス製の包 jムを用い,こ れに

病原菌を汚染させた後,各 剤の10倍液 (水温約

8°C)に 5秒 間没渡 し,直 ちに健令塊墓 (1ハ勝

馬鈴 しょ原々種農場産の「|11種紅丸あるいは農林

1'ナ)を 半切し,こ の操作を繰返 した。切断塊

甚はボットあるいは州Jで栽培 した。

切断ブ」の汚染は,(1)黒 あし病菌を接種して

感染 した塊基を切断するか,(2)病 原肉を混入

したす りつぶ し塊茎汁液を刷毛で全布するか,

(3)発 病塊茎 (輪腐病)の 切断面を塗布する方

法で行ったの

ポット栽培は培養 Lを満 した15 cm径の系焼鉢

に半切塊基を 1個 つづ播 き (1976年は 6月 16

日,1977年は 6月 3「1), ビ ニールハウス内で

管理 した。圃場実験は 1区 16.7ぱ の 2反 復制

とし,1977年 5月 11日に唯巾60cmク株間40cmに

点播 し,肥 培管理と一般病害虫防除は農試標準

耕種法に準 じた。

黒あし病の発病状態は,/Fk株について発病と

地際茎部の維管束褐変の状況を調益 (1976年は

9月 16日, 1977年は 9月 20日)し た。

輪腐病は各区企株の基をすべて切断し,Stenl

ooze法 (Dykstra 1941)によって発病 を調奈

(ポット実験は9月 16日,圃 場実験は8月 23日～

25日)し た。また,各 区の全塊茎を収穫 し,総

塊茎重量を計測 したのち,翠 年の 4月 中旬に約

20g以 上の合塊茎の発病塊茎を Ttlber ooze法

(R acicotら1938)により調査 した。

(2 )。実 験 結 果

ポット実験の結果を第41表に示 した。供試 し

た4種 案斉Jはいずれも3種 類の黒あし病菌の切

断ノ]による伝染防止に顕者な効果を示 した。こ

れに対 して,第 42表で示 したように,輪 腐病菌

に対 しては中性次相塩素酸カルシューム剤を除

き,他 の乗剤はかなりその効果が劣った。案害

としてス トレプ トマイシン・オキシテ トラサイ

クリン剤 (SM・OTC斉 1)で切断刀を殺菌して切

断 した塊 茎で,萌 芽遅延 と生育抑制が認め

られたが,そ の他の薬剤では認め られなか

った。

次に4種 類の業剤を用い,輪 腐病を対象とし

て圃場実験を行なった。その結果を第43表に示し

た。ボット実験の結果とli」じように,中 性次亜

塩素酸カルシューム剤は昇示と同じ効果を示 し,

かつ案害も全く認められなかった。収量は総塊

茎重量で,比 較のために設けた健全塊茎を栽培

した区および井示区より増加 した。

一方,塩化ベンデルコニューム剤および塩化ベ

ンゼントニュームは薬害を認めなかったが,そ の

効果は劣った。SM・OTC剤 は効果が高いが,

ポット実験と同じように薬害が認められ,収 景

も低かった。

以上から,中性次唱i塩素酸カルシューム剤の黒

あし病および輪腐病の切断ノ」による伝染防|11効

果は井示と同程度に高く,実 用化が可能である

と判定できる。
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第41表 ジ ャガイモ黒あし病菌汚染切断刀に対する案剤の

殺菌効果 (ボット実験,1976～
'77)

1)Eca i ガ .びαγθナθクθ″'ク SSp.ク サγθsタメルク, Ecc― B;山1,liデi r々的に特ザミな反折芯を/J(すご.びα″θナθυθ″ク

ssp.び α/θナθ tt θ″α υ)‐系統菌, Echr ;a筋 打ダsα″んθ物ゲ,

2)り れヽ代塊 十姿々 201丁](｀十生リサ),

3)供 試塊 荘数 801引 ( 1`1切),

4)1 )内 の数11tは地際■部維竹束褐変株■

第42表 ジ ャガイモ輪腐病菌汚染切断ノ」に対する

薬剤の殺菌効果 (ボット実験,1 9 7 6 )

実 験 イ|二次 (供試「吊種) 1976(111i種農林 1号 ) 1977(ri占種紅丸)

病 原 菌 の 種 類
1 )

Eca Ecc― B Eca ttEcc― B tt Echr

供 試 来 剤
希釈倍数
犯どF里‖寺1苦i

2)

調査株数 発1内株ヤ 調益株数 発病株率 調査株数 発病株率

中性次1ど1耳【i紫陵カルシュ
ー芝へ70%粒剤

10倍液

5秒 ほil

昧 ％

ｒ
ル

株

17

%

0(0)
株 %

0 (13)

焔 化 ベ ンザ ル ヨ ■ュ ー ム

2 0 %液持J

10倍液
5秒 ||」

1 7 0 (0) 0(0) 2.6(3.8)

托1〔化ベンゼ トとューム1 0

物i夜持」

101汁'夜

5秒 問
0 (5) 17 0(0) 1.5(4.6)

ストレフトマイシン15%・オキシ

テトラサTクサン1 . 5 %水和l剤

101キ'夜
5本少|十1 1

0 (0) 0(5) 0 (2.7)

」水
5 0 0倍

5秒

夜

――― 0 (5) 0(0) 0 (1,3)

処 1 5 ( 2 0 ) 15(20) 33.3(44.4)

健 令 塊 ■ 0 (0)

f rt 葉 斉1
希釈倍教
女生f埋1時Fll

1)

調査株数 発病株率 業キの 行魚〔

中性次!冊焔紫陵カアレシューン、70物
粒剤

1 0倍液
5秒 十1 1 1

%

0

%【〔化 ベンザ′レコニューン、20%液 剤
1 0倍液
5秒 1苫]

1 0倍液
5秒 十苫]

ンヽキ
剤

オ
和

・
水

％

物

‐５

５

↓ン

ー
Ｌ

キン
　
一／

マ
ク

フ

サ

レ

ラ

ス

テ

1 0倍液
5秒 1判

十

」水
500倍液
5秒 十1珂

宜

小 処 F理

1)供 試塊 在券々 20佃 (卜11り」)
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第43表 ジ ャガイモ輸腐病汚染切断ノJに対する案剤

の殺菌効果 (圃場実験,197 7 )

注)11)11X16.7ポ (66株),2反 後,

12)IJ・ アルフィベットは統計的にイ」Lまでないことを示す (ダンカンの多竜検定 P-0.05)

2),切断刀消毒剤の実用化実験

点1あし病および輸腐病に対 し,舛 示と|!」じ程

1虻の効果を示 した「I PγL次輯1%f系陵ヵルシューム

剤の実用化をはかるため, ナ、1(あし病菌に1ヒ較して

来剤抵抗力と切断ノ」伝染力が強い輪腐病菌を文ヽ1

象 と して ,(1)本 剤の防除効 果 とジャガ イ

モの生育および1文litにおよぼす影響 を再検

討するとともに,(2)|!1^業 液に切断ノ」浸漬を

繰返 したときの楽液の効力低 下について検討し

た。

(1).実験材料および方法

供試塊墓は |・勝馬鈴 しょ原々種農場産の十11lfRl

紅メとである。切断ノ」に対する汚染は前項の方法

(3)と||」じく輪腐病の発病塊茎をナ|」いた。

塊茎は 5月 7 FJに半切し, 5)11111に‖と||」60

鋼X株 間40cmに点播 した。」巴培徳I昼!および一般

病害虫防除は農試標準緋種法に準 じた。

切断ノ」に対する案剤処理濃度および方法, ジ

ャガイモ茎および塊基の発病ならびに1又i土:)刊査

は前項の輸腐病の圃場実験とlr」様で,甚 および

塊基の発病はそれぞれ 8月 271Jおよび翌年の 4

月13～1711に!サ「J介した。

実験は各区 293荷 (121株 )の 3反 復制で行

ない,ジャガイモの生育を6月 13日に令株について,

既述の基準によって調査 し,生育度を算定 した。

有効浅潰|I II数の実験は各剤 11の 薬剤を|llい,

2,0101111の切断ノ」殺菌を繰返 して行なった。有

効|「1数は切断ノリ殺菌を11連続切断ごとに11区分

(1区 分221卜切塊茎)し ,令 株の令茎および約

20g以 上の企塊茎の発病を調査し,発 病株率お

よび発病塊甚率を算|||し,そ の結果から効果を

半」定 した。

12 ) ,実験 結 果

切断ノJによる輪腐病伝染防11とに,「IP性次嘔塩

系酸カルシューZ、斉Jによる切断刀の消毒効果 (第

44共)は 舛水より勝れていた①さらに,薬 害は

令くF;思められ′ず,llXキとも健令塊茎IXに等 しかっ

た。これらの結果は前項とIL」様であった。

なお,健 令塊基区での輪腐病の発病塊茎率が

0.1%と あるが,こ れについてはグラム染色に

供  !古〔  業   斉 1
希釈|キ数

処P足時|lil
J月余株数 発病株数

発 ォ対
l l l a■ィ

収輩(10α当り) の
統
小

士
Ｆ

業

行総 塊 ■ |こ量

中性次!日1焔素腋カルシューン、7 0

%粒 斥1

10倍液
5秒 |1増

d%
0

%

O  C

昭

2,928 a

10倍液

5秒 ||11
31.21) 35b 2,563 1)

101キ,夜
5秒十111

25,OC 4.71う 2,593 b

ストレフトマ rシ ン1 5物・オキシ

テトラサイクリン 1 . 5 %水和剤

10倍'佼

5秒 ||||
0.8d 02C 2,353 C +

」水
500台千十夜

5秒 |IⅢl
0  (1 O  C 2,671 b

l t l L 81 7a 21 4a 2 , 0 1 2 d

1建 企 塊 ■ 65 0  (1 O  C 2,593 b



北海道立農業試験場報告 第 4 5号 ( 1 9 8 4 )

第44表 ジ ャガイモ輪腐病菌汚染切断刀に対する薬剤の殺菌効果

とジャガイモの生育および収量 (圃場実験,1 9 7 9 )

注)11)1区 30,6ポ (121株), 3)文後,

(2)|「可ハアルファベ、ントは統計的に有意でないことを示す (ダンカンの多車検定 P=005)

第45表 案 液のジャガイモ輸腐病菌汚染切断刀

浸漬1呵数とその有効性 (1979)

よって病原菌の判定をしていないが,収 穫 した   に よる接触伝染を防111した。このとき,最 初 1

塊茎を翌年に調査 したため,輸 腐病以外の原因   lの 薬斉Jは約 %に 減少 し,ま た,か なりの汚濁

によって貯蔵中に腐敗 し, ミイラ化 した塊茎を   が 認められたが,薬 効の低 Fはないと判断され

これに含めたためである。             る 。なお,1978年に行なった実験 もこれと同じ

切断刀を薬液に繰返 し浸漬 したときの有効浸   結 果が得 られている。

漬同数の実験 (第45表)か ら,中 性次亜塩素酸    以 上の実験から,中 性次亜塩素酸カルシュー

カルシューム剤は昇永と1司じように, 11の 薬   ム 剤(10倍液,5秒 間浸漬)は 黒あし病だけでな

液に 2,010回の切断刀を浸漬 したときも切断刀   く ,輪 腐病に対する切断刀消毒剤として実用で

供 試 案 剤
希釈倍数

処理時間
調査株数

■育度

(6ナJ 1 3 F l )
発病株率

病

率ｒ准

発

塊

収量 (10a当 り) 葉 害 の

行  無総塊兵重量

中性次唖焔系陵カル

シューンヘ70%粒 剤

10倍液

5秒 間

株

73 0を
1

%

O  C

物

O   C

KI

3,283a

昇 」小
500倍液
5秒 間

70 6を
1

1.4b 04b 3,273a

処 F理 67.4 1) 93.6a 47.3a 2,428b

健 企 塊 率 69 7 a O  C 0.lC 3,328a

ヤ
打薬試供 中性次lJ!塩素酸カルシューム70%粒 剤 昇 」水

希釈倍数 ・処理時間 1 0倍液 ・ 5秒 | 1村 500倍 液 ・ 5秒 1苫]

切断ノ」の業液浸演回数 発 力青株 孝 発 病 塊 率率ζ 発 坊汚株 率 発 病 塊 軍率

600 ～   610

800 -   810

1,000 - 1,010

1,100 ～ 1,110

1,200 - 1,210

1,300 ～ 1,310

1,400 ハ▼ 1,410

1,500 - 1,510

1,600 - 1,610

1,800 - 1,810

2,000 ～ 2,010

0     %

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0     %

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0     %

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0      %

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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きると給論される。

3.容 器 の 消 毒

ジャガイモの播種,収 穫,種 塊茎の運搬等の

農作業および種塊茎の貯lERにプラスチック製 ミ

ニコンテナが広 く使用されている。 しかし,病

原菌により容器が汚染されている場合には,原

採種圃場で生産された健全塊茎も汚染される可

能性がある。これを防JIとするため, ミニヨンテ

ナ消毒剤とその効果を黒あし病菌のはか,輪 腐

病菌,そ うか病菌および乾腐病菌についても検

討した。

1),実験材料および方法

供試薬剤は中性次虹塩素酸カルシューム70%

粒剤,塩化ベンザルコニューム20%液 剤および塩

化ベンゼトニューム10%液剤の 3種 類である。

供試菌は前項の切断ノ」殺菌の実験です問いた3

種類の黒あし病菌と輪腐病菌のほか,そ うか病

菌 (中標津町産の品種紅丸から分離した胞子鎖

C U F

%

が直～波状型の説/タグθ″り。夕S Sp.)および乾腐病

菌 (ダ物sクガ初物 sθ〃α%ガf.sp.物物クガ″)である。

黒あし病菌は肉エキス ・ペプ トン水,輪 腐病

菌はジャガイモ煎汁シヨ糖加用半合成寒天培地,

そうか病菌はニマーソン培地,乾 腐病菌はジャ

ガイモ煎汁グルコース加用液体培地を用い,25
°
C, 1～ 7日 間培養 し,培 養菌体は殺菌水で 2

1111遠心洗浄 した。その菌体の一定量を各菌株 3

個の ミニコンテナ切片 (約0,7× 4.5 cm)に塗

布し,一 夜乾燥 した後,供 試薬剤の希釈液を切

片の菌体全布部に約 0.02 mlづつ滴下し,湿温ペ

トリ皿内に置き,室 温 (5～ 25℃)に 保った。

病原菌の生死は,経 時的に ミニコンテナ切片

を取り出し,上 記の各種培地,変 法 ドリガルス

キー培地での生育およびグラム染色(輪腐病菌)

によって判定 した①

2)。実 験 結 果

ミニコンテナ切片に付着 した2種 の黒あし病

菌 (EcaおよびEcc一B菌 )に 対する供試薬剤の

殺菌効果を,3日 間にわたる実験結果で第13図

病
　
原
　
菌
　
数

（対
数
）

1盤腰野躍 螢賜橘瑠!淵8翻
徹

(猪楼薯鷲竺鑑易稔fJ靴宇瑠雛
塩化ベンゼトニューム150倍 液

化ベンセトニューユ、:100倍 液

C)
1日     2日      3日

第13図 ミ ニコンテナ切片に付着 した 2種 類の ジャガイモ黒あ し病菌に

対す る薬剤の殺菌効果

注)① ,◎ ;ど。びα″θナθクθ″α Ssp.クナ″θs″ナ″cα,

●,○ ;血清学的に特異な反応を示すご.cαγθチθクOγα SSp.びα/θサθυθγクの一系統菌 ,
0-〇 ,● ―● ;無処理区,⑥ 一⑥,○ ―○;薬剤処理区



に示した。中性次llH塩素陵カルシューム斉1および

塩化ベンザルコニューム剤はそれぞれ250倍およ

び 100倍の濃度で, 2種 類の共ヽあし病菌を24時

間以内にタヒ滅させた。托こ化ベンゼトニューム剤は

濃度 100倍で Eca菌を24時間以内にタヒ滅させた

が,Ecc一B菌 のタヒ滅には濃度50倍でも48時間,

100倍では72時間を要 した。

以土の実験で殺菌効果のやや劣った塩化ベン

ゼトニューと、剤を除 く2薬斉1について,ミニコン

テナ切片に付着 した 3種 の黒あし病菌,輪 腐病

肉,そ うか病菌および乾腐病菌に対する効果を

比較 した①そのうち,48時間後における生タヒ判

1 )

2 )

3 )

定の結果を第46表に示した。

塩化ベンザルコニューム剤は Ecaお よび Ecc一

B菌 に対 して濃度 250倍で,ま た Echr菌,そう

か病菌および乾腐病肉に対 し, 750倍の濃度で

行効であった。

ム方,11P性次,1に塩素酸ヵルシューム剤は濃度

1,000倍で輸腐病菌を除く各肉に行効であった。

輸腐病内は「IP性次叫:塩素駿カルシューム剤 100

倍のときには効果が認められたが,塩 化ベンザ

ルコニューン、剤は50倍の濃度でも,効 果は全く

認められなかった。

第46表  ミ ニコンテナ消 1季利とその殺菌効果 1)

48時||11後に判定 ,

Ecをiiご . θαγθナθυθ/α SSp.θ ナ/θsθクルびα, Ecc―Bi血 1'古
デ
!4的に牛寺災な反応を/」くす ご.びα〆θナθυθ〆α

s s p .びα″θ″θυθγαの 一系統菌, E c h r  iど.σん/ 1 7 Sα/ 2 r 7 1 2″2″,
一 i 3コ ンテナ切片ともタヒ滅,‖ i 3コ ンテナL l」片とtず| !イr ,  十1 1コ ンテナ切片で' i t存

黒あし病の防除にあたっては,塊 墓が病原菌

の重要な伝染源であることから,無 病種塊茎の

使用が最も有効であることは言うまでもない。

わが国では無病良質な種塊基の生産と供給のた

め,農 水省の馬鈴 しょ原々種農場を頂点とする

原採種体系がTr在しているが,1972年 十
‐
勝地 /」

各地の原採Tll圃場で,血 清学的に特災な反応を

示す ご.びク/θナθυθ″θ ssp.ごク″θナθυθ〆クの一系統閑

による黒あし病が発生 (Tanil・Akを111975)し

た事実は,原 採種ltl場産の種塊茎が本病に汚染

4. 結
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容)十‖そ!夫 :北海道におけるジャガイモ黒あし病に関する研究

されていた可能性を示唆している①柳回 ・木村

(1980)も, 卜勝馬鈴 しょ原々種農場産の1975

年度産品種夢3しゃく薯から,同 系統の病原菌を

検出している。

以上の事実から,薬 剤による防除は一般圃場

の被害防l11だけでなく,原 採種体系内での無病

種塊基の生産とその維持に欠くことができない。

ジャガイモ塊基によって伝染する病気として

黒あし病のみでなく,北 海道では特にそうか病

および黒あざ病も章要である。従って,実 月」的

な種塊基消おはこれら3種 の病害に対し,lHl時

に有効な業剤と使ナll方法が望ましい。

本七で述べた実験の結果から, 3種 類の!itあ

し病菌の種塊茎伝染防111には,ス トレブ トマイ

シン・オキシテ トラサイクリン水和剤 (SM・

○
′
「C剤 )お よびチォファネー トメチル ・ス ト

レプ トマイシン水本|1剤(TM・ SM斉 1)が T丁効

で,そ の濃度はそれぞれ40倍および 100倍で,

さらにそうか病に対してもイゴ効であることが認

められた。そのうち, TM・ S飾1剤 は黒あさ病

にも行効であるが SM・ OTC剤 は効果がないの

で,こ れに!まそあざ病剤を加えて|llいる必要があ

るっ

|,lj薬剤の処FIP方法は切断前 (木出芽)の 種塊

|【200 kgに対 し, 5～ 61を 散布あるいは噴霧

することが実用的であるのこの方法は案害,薬

lllh,有効浸漬lljl数および廃液処F理など,1堀題が

多い種塊基の案液浸漬法よりも有利である。

切断ガの消毒は黒あし病の塊甚伝染のみなら

ず,特 に輪腐病の伝染防止に重要であり,こ れ

まで昇示液の浸漬が行われてきた1)輪 腐病は

1947年に発見 (成1村・口1中1954)されて以来,

種塊基対策によってほとんど原採種体系の種塊

茎から駆逐されたかにみえたが,1974年 十
一
勝地

方における原採種圃場で突発し,本 病が未だ消

滅 していないことが明らかになった。

本章の実験の結果,中性次亜塩素酸カルシュー

ム70%粒 剤の10倍液に切断刀を 5秒 間浸漬すれ

ば, 3種 類の黒あし病菌とともに輪腐病菌の切

断刀による接触伝染を完全に防|にし,薬 害もな

く,昇 禾 (500倍 液, 5秒 間浸漬)に 代えて実

用化 し得ることが明らかとなった。

塩系斉1は行機物が混入するとその活性を急速

に失 うが,本 剤の使ナll濃度は高濃度であるため,

11で 2,00011!1以上の切断ノ」の浸漬を繰返 して

も'舌性を失うことはなかった。なお,気 温が高

く密在となるビニールハウス内では塩素ガスに

充分な注意を駆、う必要がある。

黒あし病内 ど,σα″θナθυθ/クssp.αナ″θsの″たα

は器材に付着 した場合, そ の生存期間は短 い

(Fickeら 1973)と |千われるが,選 別機などの

農機央の汚染によって健令塊茎を汚染し,感 染

することが指摘されている (Graham・IIardie

1971, G rahamら1976)。

本章では種塊茎収容資材,特に ミニコンテナに

付rl‐した病原肉による感染のrl」能性を防|11する

ため,その消海剤について検討 した。その結果,

叫l性次!||:塩系陵カルシューム70%液 剤 (1,000

倍液)お よび塩化ベンザルコニューム20%液 剤′

(250倍液)は,ミ ニコンテナに付着 した3種 の

黒あし病菌のみならず,そ うか病菌および乾腐

病菌にもIJ。効であることが明 らかとなった。 し

かし,輪腐病菌は両剤の上記濃度でも死滅しない。

なお,「IP性次車塩素酸ヵルシューム剤は溶解

するとき発熱 し,ま た金属を腐食する欠点 もあ

るのに対し,塩 化ベンザルコニューム剤にはそ

の作用がなく,農 機呉など広範囲に使用できる

点が上t所である。
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